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超分子化学の中でも特に、幾何学的に拘束された分子から構成されている

トポロジカル超分子は 近大きな注目を集めている。その典型的な例が、線

状高分子が環状分子を貫き、さらに環状分子が抜けないように大きな分子で

高分子の両末端を留めたロタキサン構造である。我々は、2000 年ころにポリ

ロタキサン構造を利用して、８の字状の架橋点が自由に動く高分子材料を初

めて作成し、これを環動高分子材料（Slide-Ring Materials）あるいは超分子ネ

ットワークと名付けた。このような架橋点が自由に動く高分子材料は、1999 年

に de Gennes が sliding gel と名づけて理論的に考察した例があるのみで概念

としても新しく、日米中欧で物質に限定されない基本特許が成立済みである。

1839 年にグッドイヤーによる化学架橋の発見以来、架橋高分子材料について

は、架橋点が固定していることを前提としてこれまでに実験・理論の両面で膨

大な研究が行なわれてきたが、2000 年になって架橋点が自由に動く材料が初

めて登場し、架橋高分子材料に関するこれまでの常識が次々と塗り替えられ

つつある。また 近では、本材料が携帯電話に採用され実用化も急速に進ん

でいる。本講演では、以上のような背景を踏まえ、環動高分子材料について

の 近の研究例、特に放射光 X 線や中性子を用いた実験結果を中心に紹介

する。 
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